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（2005）によると，各都道府県の小学校 126 校，幼稚園 125 園のうち，小学校の 62.9％，幼稚園の
52.4％が幼小接続連携に取り組んでいるという報告もある。筆者が所属する大学院がある佐賀市でも，
全国に先駆け 2006 年度から接続期の教育プログラム「えがお わくわく」を導入し，最新の第７版
（2015）では，「育ちと学びを生かす接続」も視野に入れた取り組みが行われている。 
一方，国外においては，OECD（経済協力開発機構）が幼児教育や保育に注目している点を挙げる





























































成 18 年度から接続期の教育プログラム「えがお わくわく」を導入している。佐賀市も「小１プロ







高等学校の教育へつながる縦の 18 歳までを見通した中で育むべき力は何かということ，1 人の子ども
の成長という視点，また見通しをしっかり持った上で，幼稚園の教育活動はどうあるべきかについて
検討し，改訂を行ったということを述べている。これらのことから，幼小接続カリキュラムは，幼小








めに，実際に X 小学校と Y 幼稚園で，主に小学 1 年生と年長児の様子の観察を行うこととした。 
 
2. 方法 
X 小学校で，平成 28 年 10 月から平成 29 年 12 月の期間に週 1 回程度の実習を行う。その中で，実




開しているのかをみていくために，平成 29 年 5 月から 7 月にかけ，週 1 回合計 10 日間（1 日 2 時間
程度）の観察を行う。対象は年長児計 30 名，観察を行った時間は朝 9 時 30 分からで，子どもが登園
してから自由遊びの時間である。 




























































13 時 40 分 降園（年少） 
13 時 50 分 降園（年中） 
14 時 00 分 降園（年長） 
（降園後預かり保育開始） 
表 1 幼稚園の１日の流れ 








遊びには教師の働きかけがあることも分かった。          
たとえば，事例①（表 2 参照）では，子どもが毎日駒づくりを続けていくことができるように，そ 
の遊びで使えるような用具を，子どもの遊びの状況に合わせながら準備しているという働きかけがあ
る。事例②（表 3 参照）では，子どもがソーラン節を踊ることができるように，音源を用意すること 
 




















5 月に X 小学校で運動会の行事があり，そこで X 小学校の低学年はソーラン節を踊った。X 小





その後 11 月には，X 小学校での行事に例年通り年長児が参加し，皆でソーラン節を発表してい
た。このことから，教師の働きかけがあることが予想される。  
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3－3. 同じ教材における 5 歳児と小学 1 年生の様子 
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3－3－1. 年長児の観察 ：「公園で蝉採り」 
7 月 19 日，天気は晴れ，観察時間は午前 9 時 30 分から 10 時頃，対象は年長児計 30 名である。 
表 5 年長児の公園での様子 
子どもたちは，幼稚園に隣接している公園へ，蝉を採りに行くことになった。幼稚園の園庭に 2 列













3－3－2. 小学 1 年生の観察：生活科「夏をみつけよう」 
7 月 19 日，天気は晴れ，観察時間は 3 校時目の 10 時 30 分から 11 時 15 分である。 
表 6 小学 1 年生の公園での様子 
１年（27 名），小学校に隣接する公園で，「夏をみつける」活動を行った。この活動は，同様に春に
も行われている。児童は，探検ブック・筆記用具・付箋紙（約 7cm 正方形）を 1 人 4 枚持参してい
た。付箋紙は 2 色×2 枚であり，片方は植物，もう片方は虫（昆虫）を記録するように事前に教師か
ら伝えられていた。 
 児童は，公園に到着し観察開始の声がかけられると，公園全体に散らばっていった。児童は，少人








3－3－3. 5 歳児と小学 1 年生の様子 
 まず，子どもの行動の仕方に違いがみられた。年長児は保育者を起点としたグループとともに行動
していた。そのため，年長児同士の交流の中心には保育者が存在していた。「C ちゃんがトンボをみつ






















































題 材 名 ：「ことばでリズム」（音楽づくり） 
対 象 ：小学 1 年生 3 学級（26 名，26 名，27 名） 




















表 7 題材指導計画 
1 時間目 目標：拍の流れを感じ取りながら，言葉でリズム遊びをする。 
め あ て：「ことばをつかってりずむをつくろう。」 





め あ て：「りずむをつかってともだちとつなげよう。」 









B 学級では，机を教室後方に移動させ，黒板の周辺に椅子を並べ授業を行った（図 2 参照）。しか
し，各作業があるため，今回の授業においては不適切であったと考える。2 時間目では，横 5 列×縦
5 列の座席で授業を行った。1 時間目の時と比べ，「聞くこと」「書くこと」「リズムを打つこと」の活
動を円滑に取り組みやすくなった。 
C 学級では，3 人もしくは 4 人組の班がそれぞれ机を向き合わせ，9 つの班が教室内にある状態の
座席配置である（図 3 参照）。今回の授業では，個人と 2 人組の活動が中心となるため，友達との活
動を行う時に児童が戸惑う面もあった。他の授業の班で話し合う様子は，3 人のうち 2 人が会話を行
い，1 人が傍観する，3 人がそれぞれ他者の書いたものを見ることにとどまることがある。そのため，























図 2 学習形態の例① 図 3 学習形態の例② 
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